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ト
ラ
リ
ア
の
影
響
力
が
低
下
し
つ
つ
あ

る
。

●
中
国
の
南
太
平
洋
進
出

　

二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降
、
太
平
洋

島
嶼
国
と
中
国
と
の
関
係
強
化
は
様
々

な
面
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。
温
家
宝
首

相
、
習
近
平
副
主
席
の
フ
ィ
ジ
ー
訪
問
、

フ
ィ
ジ
ー
の
バ
イ
ニ
マ
ラ
マ
首
相
に
よ

る
四
度
の
訪
中
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ
の
オ
ニ
ー
ル

首
相
の
訪
中
な
ど
が
示
す
よ
う
に
、
ハ

イ
レ
ベ
ル
に
よ
る
相
互
訪
問
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年

八
～
一
〇
月
に
は
、
二
隻
の
中
国
艦
艇

が
Ｐ
Ｎ
Ｇ
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
ト
ン
ガ
を
親

善
訪
問
し
、
さ
ら
に
は
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ
、
フ

ィ
ジ
ー
、
ト
ン
ガ
に
対
し
て
武
器
供
与

を
は
じ
め
と
す
る
軍
事
援
助
を
行
う
な

ど
、
軍
事
交
流
お
よ
び
防
衛
分
野
で
の

連
携
強
化
が
み
ら
れ
る
。

　

中
国
の
太
平
洋
島
嶼
地
域
へ
の
影
響

力
拡
大
は
開
発
援
助
に
お
い
て
も
み
ら

　

南
太
平
洋
島
嶼
国
に
と
っ
て
最
大
の

援
助
ド
ナ
ー
国
お
よ
び
貿
易
相
手
国
で

あ
り
、
ま
た
主
要
な
安
全
保
障
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
南

太
平
洋
地
域
、
特
に
メ
ラ
ネ
シ
ア
（
パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
［
Ｐ
Ｎ
Ｇ
］、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
ジ
ー
、
バ
ヌ
ア
ツ

か
ら
成
る
）
に
お
い
て
、
独
占
的
な
影

響
力
を
保
持
し
て
き
た
。
し
か
し
、
近

年
、
南
太
平
洋
を
と
り
ま
く
国
際
関
係

は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
最

た
る
も
の
が
中
国
の
進
出
で
あ
る
。
中

国
の
進
出
は
、
南
太
平
洋
島
嶼
国
に
パ

ー
ト
ナ
ー
の
新
た
な
選
択
肢
を
与
え
る

と
と
も
に
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
に
お
い
て
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
独
占
的
に
影
響
力
を

行
使
す
る
と
い
う
構
図
を
崩
壊
さ
せ
た
。

援
助
、
投
資
、
貿
易
や
軍
事
な
ど
あ
ら

ゆ
る
面
で
中
国
と
南
太
平
洋
島
嶼
国
の

関
係
強
化
が
進
ん
で
お
り
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
こ
れ
は
中
国
の
影
響
力
拡
大

に
繋
が
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
オ
ー
ス

れ
る
。
二
〇
〇
六
年
四
月
に
開
催
さ
れ

た
第
一
回
中
国
・
太
平
洋
島
嶼
国
経
済

開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
中
国
は

三
億
八
三
〇
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
の
開
発
援

助
（
三
年
間
で
供
与
）
の
実
施
と
、
太

平
洋
島
嶼
国
が
抱
え
る
対
中
債
務
の
放

棄
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年

一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
お
い
て
、
中
国
は
二
〇
億
Ｕ
Ｓ

ド
ル
の
援
助
計
画
（
四
年
間
で
供
与
）

を
発
表
し
た
。
二
〇
〇
六
年
の
第
一
回

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
示
し
た
援
助
は
太
平
洋

島
嶼
地
域
に
お
け
る
台
湾
と
の
外
交
競

争
が
そ
の
背
景
に
み
ら
れ
た
が
、
台
湾

と
の
外
交
休
戦
が
結
ば
れ
た
二
〇
〇
八

年
以
降
、
つ
ま
り
二
〇
一
三
年
の
第
二

回
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
援
助
に
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
を
中
心
と
す
る
南
太
平
洋
の
現
行
秩

序
に
対
す
る
中
国
の
戦
略
的
意
図
（
挑

戦
）
が
少
な
か
ら
ず
み
て
取
れ
る
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
表
さ
れ
た
援
助
以

外
に
も
、
中
国
は
太
平
洋
島
嶼
国
に
多

く
の
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い

る
。
二
〇
〇
六
～
一
一
年
の
間
に
、
外

交
関
係
を
持
つ
島
嶼
八
カ
国
（
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
連
邦
、
サ
モ
ア
、
ク
ッ
ク
諸
島
、

ニ
ウ
エ
、
ト
ン
ガ
、
フ
ィ
ジ
ー
、
バ
ヌ

ア
ツ
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ
）
に
対
し
て
八
億
五
〇

〇
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
の
援
助
が
行
わ
れ
た

（
参
考
文
献
⑤
、
三
五
〇
ペ
ー
ジ
）。
ま

た
、
中
国
の
海
外
援
助
白
書
に
よ
る
と
、

二
〇
一
〇
～
一
二
年
の
間
に
太
平
洋
島

嶼
国
に
対
し
て
六
億
五
〇
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド

ル
の
援
助
が
行
わ
れ
た
（
参
考
文
献
⑩
、

三
五
〇
ペ
ー
ジ
）。
こ
の
二
つ
の
数
値

は
、
中
国
の
島
嶼
国
援
助
が
近
年
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　

ロ
ー
ン
の
償
還
期
間
な
ど
の
契
約
条

件
が
不
透
明
で
あ
る
、
援
助
の
質
が
担

保
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
中
国
援
助
に
対

す
る
様
々
な
不
満
が
島
嶼
国
か
ら
出
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
（
参
考
文
献

④
、
一
七
〇
ペ
ー
ジ
）。
し
か
し
他
方

で
、
島
嶼
国
に
と
っ
て
中
国
か
ら
の
援

助
は
、
ド
ナ
ー
の
新
た
な
選
択
肢
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
西
欧
か
ら
の
援
助
ギ

ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
歓
迎
さ

れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑭
、
一
六
―
一

七
ペ
ー
ジ
）。
中
国
か
ら
の
援
助
は
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
や
価
値
観
を
援
助
の
条
件

と
し
て
課
す
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
と

◤特　集◢
太平洋島嶼国の

持続的開発と国際関係
　

岐
路
に
立
つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

対
島
嶼
国
外
交

畝
川 

憲
之
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違
い
、「O

ne China Policy

」
へ
の

支
持
以
外
の
条
件
を
付
与
し
な
い
（
参

考
文
献
⑬
、
四
四
ペ
ー
ジ
）。
ま
た
、

「
中
国
は
欲
し
い
援
助
を
く
れ
る
」（
参

考
文
献
④
、
一
六
八
ペ
ー
ジ
）
と
い
わ

れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
点
に
お
い
て
も

中
国
援
助
は
島
嶼
国
か
ら
歓
迎
さ
れ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
中
国
は
、
反
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
色
の
強
い
地
域
機
関
で
あ
る
メ
ラ

ネ
シ
ア
先
鋒
グ
ル
ー
プ（M

elanesia 
Spearhead Group

：
Ｍ
Ｓ
Ｇ
）
や
太

平
洋
諸
島
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム（Pacific 

Islands D
evelopm

ent Forum

：
Ｐ

Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
の
設
立
に
援
助
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
島
嶼
国
と
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
と
を
引
き
離
し
、
太
平
洋
島
嶼

地
域
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
影

響
力
低
下
お
よ
び
中
国
の
影
響
力
強
化

へ
の
動
き
と
し
て
解
釈
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
南
太
平
洋
地
域
に
お

い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
独
占
的
に
影

響
力
を
行
使
す
る
と
い
う
時
代
は
終
わ

り
を
迎
え
て
お
り
、
同
地
域
に
お
け
る

中
国
の
影
響
力
が
拡
大
す
る
と
同
時
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
影
響
力
は
低
下
し

つ
つ
あ
る
。

●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
対
島
嶼
国

外
交
の
課
題

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
、
フ
ィ
ジ

ー
の
二
〇
〇
六
年
一
二
月
の
ク
ー
デ
タ

ー
以
降
、
軍
事
政
権
に
対
し
て
、
ク
ー

デ
タ
ー
当
事
者
や
幹
部
軍
人
な
ど
の
渡

豪
制
限
、
外
交
関
係
の
制
限
な
ど
様
々

な
制
裁
措
置
を
課
し
、
圧
力
に
よ
る
民

政
復
帰
（
早
期
の
選
挙
実
施
）
要
求
を

行
っ
て
き
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府

は
、
フ
ィ
ジ
ー
政
府
が
民
政
復
帰
を
進

め
な
い
限
り
制
裁
を
続
け
る
と
表
明
し
、

二
〇
一
三
年
九
月
の
新
憲
法
公
布
ま
で

対
フ
ィ
ジ
ー
政
策
の
ス
タ
ン
ス
を
崩
す

こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
こ
う
し
た
制
裁
は
、
フ
ィ
ジ
ー
の
民

政
復
帰
を
促
す
効
果
を
全
く
持
た
な
か

っ
た（
参
考
文
献
③
）。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

民
政
復
帰
を
迫
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か

ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
フ
ィ
ジ
ー
の
関
係
を
大
き
く
悪

化
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
フ
ィ
ジ
ー
を
孤

立
さ
せ
よ
う
と
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
な
ど

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
フ
ィ
ジ
ー
と
諸
外

国
と
が
新
た
な
協
調
関
係
を
構
築
し
、

か
つ
発
展
さ
せ
や
す
い
環
境
を
作
る
こ

と
と
な
り
、
と
り
わ
け
フ
ィ
ジ
ー
と
中

国
と
の
関
係
強
化
を
生
み
だ
し
た
。

　

ハ
ン
ソ
ン
（
参
考
文
献
⑦
）
に
よ
る

と
、
中
国
の
対
フ
ィ
ジ
ー
援
助
は
二
〇

〇
五
年
の
一
〇
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
、
二
〇

〇
六
年
の
二
三
〇
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
か
ら
、

ク
ー
デ
タ
ー
後
の
二
〇
〇
七
年
に
は
一

億
六
〇
〇
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
に
ま
で
跳
ね

上
が
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
の
中

国
の
対
フ
ィ
ジ
ー
援
助
額
が
二
五
〇
〇

万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
、
二
〇
〇
七
年
が
二
億
九

三
〇
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
と
い
っ
た
デ
ー
タ

も
あ
る
（
参
考
文
献
②
）。
中
国
政
府

が
正
式
な
援
助
額
を
公
表
し
て
い
な
い

た
め
、
様
々
な
デ
ー
タ
が
あ
る
が
、
い

ず
れ
に
せ
よ
中
国
の
対
フ
ィ
ジ
ー
援
助

が
二
〇
〇
六
年
以
降
急
激
に
増
加
し
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
二
〇
〇

六
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
以
降
、
バ
イ
ニ
マ

ラ
マ
首
相
お
よ
び
ナ
イ
ラ
テ
ィ
カ
ウ
大

統
領
の
訪
中
、
習
近
平
副
主
席
の
フ
ィ

ジ
ー
訪
問
を
は
じ
め
ハ
イ
ラ
ン
ク
の
相

互
訪
問
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
結
果
、
フ
ィ
ジ
ー
政
府
は
、

「
我
々
の
主
権
を
尊
重
し
て
く
れ
る
中

国
は
い
つ
も
フ
ィ
ジ
ー
の
友
人
で
あ

る
」（
参
考
文
献
⑥
）、「
フ
ィ
ジ
ー
は

中
国
と
い
う
友
人
が
い
る
限
り
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
は
必
要
な
い
」（
参
考
文
献
⑧
、

七
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
よ
う
な
「
親
中
」

「
離
豪
」
の
考
え
を
示
す
よ
う
に
な
っ

た
。
つ
ま
り
、
圧
力
に
よ
っ
て
民
政
復

帰
を
要
求
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
対

フ
ィ
ジ
ー
政
策
は
、
フ
ィ
ジ
ー
に
お
け

る
中
国
の
影
響
力
拡
大
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
影
響
力
低
下
を
作
り
出
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
九
月
に
フ
ィ
ジ
ー
新
憲

法
が
公
布
さ
れ
て
以
降
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
は
フ
ィ
ジ
ー
と
の
関
係
改
善
へ
向

け
て
本
格
的
に
動
き
出
し
た
。
そ
し
て
、

二
〇
一
四
年
三
月
末
に
は
渡
航
制
裁
を

解
除
し
、
総
選
挙
後
の
二
〇
一
四
年
一

〇
月
末
に
す
べ
て
の
制
裁
を
解
除
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
フ
ィ
ジ
ー
に
お
け
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
影
響
力
回
復
は
う

ま
く
進
ん
で
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
価
値
観
へ
の
追
従
の

要
求
、
そ
れ
に
と
も
な
い
八
年
間
に
渡

っ
て
実
施
さ
れ
て
き
た
制
裁
、
こ
う
し

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
外
交
ス
タ
ン
ス

が
、
フ
ィ
ジ
ー
と
の
関
係
に
重
大
な
禍

根
を
残
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
対
島
嶼

国
政
策
は
、
外
交
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で

あ
る
開
発
援
助
の
手
法
を
め
ぐ
っ
て
も
、

大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ
を
経
済
、
社

会
制
度
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
な
ど
様
々
な
面

に
お
い
て
非
常
に
脆
弱
な
社
会
で
あ
る

と
み
て
お
り
、
こ
う
し
た
脆
弱
性
の
解

決
を
Ｐ
Ｎ
Ｇ
開
発
の
課
題
と
し
て
挙
げ

て
き
た
。
と
り
わ
け
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改

善
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
四
年

以
降
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ
へ
の
援
助
総
額
の
約
三

〇
～
五
〇
％
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
善

へ
の
援
助
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
ほ
と

ん
ど
成
果
を
上
げ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ど
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こ
ろ
か
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
善
の
手
法
は

Ｐ
Ｎ
Ｇ
か
ら
強
い
反
発
を
招
い
て
い
る
。

特
に
９
・
11
以
降
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

は
介
入
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
お
り
、

Ｐ
Ｎ
Ｇ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
善
へ
向
け
て

警
察
、
財
政
、
司
法
な
ど
の
重
点
行
政

分
野
へ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
積
極
的
な
派
遣
を
行
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
Ｐ
Ｎ
Ｇ
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
よ
る
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
強
調
を
好
ん
で
お
ら
ず
、
さ
ら

に
Ｐ
Ｎ
Ｇ
政
府
機
関
の
主
要
ポ
ジ
シ
ョ

ン
へ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
配
置
を「
新
植
民
地
主
義
」の
考

え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
強
い
怒

り
を
表
明
し
て
き
た（
参
考
文
献
⑫
、一

二
九
ペ
ー
ジ
）。そ
の
結
果
、オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
は
一
度
は
介
入
ア
プ
ロ
ー
チ
か

ら
の
シ
フ
ト
を
表
明
し
た
も
の
の
、
二

〇
一
三
年
末
に
五
〇
名
の
警
察
官
を
派

遣
し（
参
考
文
献
⑫
、一
三
〇
ペ
ー
ジ
）、

ま
た
現
在
三
五
名
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
政
府
機
関
に
配
置

し
て
い
る

⑴
。
つ
ま
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
援
助
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
は

「
新
植
民
地
主
義
」
で
あ
る
と
い
っ
た

強
い
批
判
を
再
び
生
む
可
能
性
が
あ
る
。

　

同
様
の
批
判
は
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
事

例
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。
ガ
ダ
ル
カ

ナ
ル
島
に
お
い
て
一
九
九
八
年
以
降
繰

り
返
さ
れ
て
き
た
部
族
間
の
武
力
衝
突

に
対
し
て
、
二
〇
〇
三
年
七
月
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

政
府
の
要
請
を
受
け
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
を
中
心
と
す
る
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
地
域

支
援
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（the Regional 

A
ssistance M

ission to Solom
on 

Islands

：
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｉ
）
を
派
遣
し
た
。

Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｉ
は
、「
法
と
秩
序
の
回

復
」「
政
府
機
能
の
回
復
」「
経
済
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
改
善
と
経
済
成
長
」
の
三
つ

の
柱
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　

政
府
機
能
の
回
復
、
経
済
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
改
善
へ
向
け
、
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｉ
は
約

八
〇
人
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
大
多
数
が

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
）
を
財
務
省
や
司

法
部
門
な
ど
の
主
要
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
配

置
し
た
。
こ
れ
は
財
政
の
安
定
化
、
税

務
管
理
の
改
善
お
よ
び
政
府
機
能
の
改

善
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
一
定
の
評
価

を
得
て
い
る
（
参
考
文
献
⑨
）。
し
か

し
他
方
で
、
外
国
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
政
府
機
関
の
主
要
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
配
置
す
る
と
い
っ
た
手
段
は

「
新
植
民
地
主
義
」
の
考
え
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
強
い
反
発
を
招
い
て

お
り
、「
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｉ
に
お
け
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
と
の
関

係
は
、
支
配
者
―
被
支
配
者
で
あ
る
」

（
参
考
文
献
①
）
と
い
っ
た
批
判
を
生

ん
で
い
る
。
実
際
、
政
府
の
主
要
な
意

思
決
定
お
よ
び
行
政
実
務
は
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｓ

Ｉ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

行
っ
て
お
り
、
ま
た
事
実
上
政
府
の
財

布
の
ひ
も
は
外
国
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

握
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
参
考

文
献
①
）。「
新
植
民
地
主
義
」
へ
の
批

判
は
、
特
に
ソ
ガ
ヴ
ァ
レ
政
権
期
（
二

〇
〇
六
～
二
〇
〇
七
年
）
に
高
ま
り
を

み
せ
た
。
ソ
ロ
モ
ン
人
主
導
に
よ
る
国

づ
く
り
が
目
指
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
政
府
か
ら
排
除

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
強
く
み
ら
れ
た
。

し
か
し
、
現
在
に
お
い
て
も
、
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
の
財
務
省
お
よ
び
司
法
部
門
に

は
多
く
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
現
地
役
人
の
間
に
は
常
に
緊

張
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

⑵
。

　

こ
の
よ
う
に
フ
ィ
ジ
ー
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ
や
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に

お
い
て
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
離
れ
の

傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、

「
Ｐ
Ｎ
Ｇ
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
影
響
力
は
低
下
し
つ
つ
あ
る
」（
参

考
文
献
⑫
、
一
二
九
ペ
ー
ジ
）、「
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
繋

が
り
の
強
化
を
考
え
て
い
な
い
」（
参

考
文
献
⑪
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。

●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
影
響
力
回

復
へ
向
け
て

　

中
国
の
南
太
平
洋
島
嶼
地
域
へ
の
進

出
は
、
島
嶼
国
に
パ
ー
ト
ナ
ー
の
新
た

な
選
択
肢
を
与
え
る
と
と
も
に
、
同
地

域
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
影
響

力
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
の
な
か
、
島
嶼
地
域
に
お
け
る

影
響
力
の
回
復
お
よ
び
強
化
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
対
島
嶼
国
政
策
は
大
き
な
岐
路

を
迎
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

事
例
を
示
し
た
フ
ィ
ジ
ー
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
対
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
政
策
の
根
本
は
同
じ
で
あ
り
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
価
値
観
に
沿
っ
た

国
家
建
設
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
や
り

方
で
推
し
進
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
圧
制

的
政
策
に
対
す
る
島
嶼
国
か
ら
の
反
発

は
強
く
み
ら
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

島
嶼
国
の
関
係
に
入
り
込
む
ス
ペ
ー
ス

は
作
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
入
り
込

む
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
存
在
し
な
か
っ
た
。

島
嶼
国
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

影
響
力
が
独
占
的
で
あ
っ
た
状
況
下
で

は
、
反
発
が
そ
の
影
響
力
の
低
下
に
つ

な
が
る
こ
と
は
考
え
に
く
か
っ
た
。
し

か
し
、
新
興
経
済
勢
力
が
出
現
そ
し
て

台
頭
し
、
島
嶼
国
が
パ
ー
ト
ナ
ー
を
選

択
で
き
る
現
在
の
国
際
情
勢
に
お
い
て
、

圧
制
的
政
策
の
実
施
は
島
嶼
地
域
に
お

け
る
新
興
国
の
勢
力
拡
大
、
さ
ら
に
オ
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ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
影
響
力
低
下
に
繋
が

る
。
実
際
、
中
国
が
ス
ペ
ー
ス
に
入
り

込
み
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
依
存
体

質
か
ら
の
脱
却
を
考
え
て
い
た
島
嶼
国

は
中
国
と
の
関
係
を
強
化
し
、
南
太
平

洋
地
域
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

影
響
力
は
低
下
し
つ
つ
あ
る
。
特
に
フ

ィ
ジ
ー
に
お
け
る
中
国
の
影
響
力
拡
大

は
す
で
に
顕
著
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
は
Ｐ
Ｎ
Ｇ
お
よ
び
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

が
フ
ィ
ジ
ー
化
す
る
の
を
防
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
フ
ィ
ジ
ー
に
お

け
る
影
響
力
の
回
復
も
急
務
と
な
っ
て

い
る
。

　

新
興
経
済
勢
力
の
出
現
、
競
争
的
な

援
助
環
境
、
そ
し
て
島
嶼
国
が
パ
ー
ト

ナ
ー
を
選
択
で
き
る
時
代
に
お
い
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
島
嶼
国
と
の
関
係

に
こ
れ
以
上
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
作
る

べ
き
で
は
な
い
。
影
響
力
の
回
復
、
強

化
に
向
け
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
島

嶼
国
か
ら
の
反
発
を
抑
え
る
た
め
の
政

策
転
換
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

島
嶼
国
と
の
「
イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ

ー
」
と
い
う
関
係
の
構
築
へ
向
け
、
言

葉
だ
け
で
な
く
、
相
互
尊
重
（
相
互
責

任
）
の
基
礎
の
も
と
共
に
国
家
建
設
を

行
う
と
い
う
考
え
を
実
行
に
移
す
こ
と

が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

（
せ
が
わ　

の
り
ゆ
き
／
大
阪
学
院
大

学
国
際
学
部
准
教
授
）
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